
せいどう ぐっ

また耳ifJlIJlLïJ動後では， てこを踏下すことをいう。

制即Jを行 った場合空気制動機等では. 1þij動機附がifVJ作して実

際にある程度の有効な制限J力を作用させるまでには， 多少の1時

分を裂するものであるが， この状態の間に列車または車両が走

行する ~g縦は. 11品動距離の一部分であるがこれを空走距離とい

う。(三和逮忠)

せいどうぐっ 制動靴 へムシ ュー ともいい，車両を制動する

もっとも簡単で，携帯干に使か

つ重量の ílをいr.器具。軌条上に

乗せ転勤して来る車両の車輪

がこれに乗ると ， これと軌条

との摩擦によりすべりながら

制動されるのである。主とし 1
てハ γプ線の転走車両を停め

るのに用い，ハンプ以外でも

車両の停止を確実にさせる自 制 動 靴

的で汗j \，、る場合もある。(三和1逮忠)

せいどうこう 制動構 (英) brake tr u ss 下路プレートガー

ダー ・ トラスにおいて，列111の制動および始動に伴なう 縦若者霊

を ， 主桁(けた)を通じて支承に導くために設ける桝進。

制11!M砕を設けることによ って，縦桁に作用する縦荷重に舷抗

し，横桁の変形を軽減する。

制l動防はまれに充腹精進が用いられるが， 一般には結榊構造

が使用され，小支間の橋では対風lì\H梓の斜材を ~nJi助併の部材と

して作用させている。(菊池洋一)

せいどうじくすう 制動軸数 (英) number of brake axles 

列車として仕立てた車両の うち機関車を除いて . HiIJ即bl畿の働 く

車両の耳iij4h のiV.rtl数だけを吉十鈴♂ した数。(三和主主忠)

せいどうしけん 制動試験 (英) brake test プレーキ装位

のプレー キ作用の良否を試験することで ， 検査修繕規程，運転

取鉄心得および空気プレーキ取扱心得に定められている。

大別すると動力車のみで行う場合と列車として行う幼合があ

る。

l 動力車のみの制iftIJ試験

(1) プレーキ弁で 0.6 kg の i威圧を行い， 完全に制動し得るこ

と， つぎにプレ ーキ弁をゆるめ位置に移して完全に緩解し得る

こと。 (プレ ーキ管の漏れ l 分時 0.4 kg 以内)

(2) ブ ν ー キ弁で 1.4 kg のi威圧を行ったとき ， ピ スト γ行程

の適当な こと お よびその他プレーキ状態に異状のないこと。

(3) 電磁式のものでは， プレ ー キハ γ ドノレを常用 11~Jif!1J位置に

移したとき，常用電磁弁作用し，非常 プレ ー キ位1ftに移したと

き ， 非常電磁弁作用し，プレーキ弁ハソ ドノレをその他の位低に

移したとき， 電磁作用止むこと。 この場合電磁弁の作用状態は

圧力空気吐出の音響により確かめる。

2 列車組成および組成後の制動試験

(1) 列制組成したとき ， または列車の÷以上の車両を制l
したときは. 1 に準ずる。

位ω) 犠酬隙闘l戸I平巨防をつけかえ . ~列卯|リ肝仰j戸I

ア 機|閑鈎Z車lïよを交j換梨したとき， 前剖部liJか、ら耳車I雨の一剖部iを解放した

とき，または前部に車両を連結したときにプレー キが緩解する

ことをE在かめる。

イ 後部に車両を述結したときは，前に準ずる。

3 停車場外の本線を，構内;illi転の方式で巡転する車両の制

!li1J試験は 1 ・ 2 に準じて行う。

4 客貨車は列車市l動試験で， つぎの各号を確段、しなくては

ならない。

(1) 0.6 kg の滅j王て制服J し，つぎに込めを行っ て緩解するこ

と。

(2) プレ ー キシリ γ ダ ・ ピストン行程は， 全11i1J ifVJを行ったと

き適当である こと。

(3) 金制動を行ったのち階段ゆるめを行い . 1'1'矧の良好なこ

と。

5 前各項の試験で不完全なものを発見したときは，相当の

手当または修理を行わねばならない。この手当または修理を行

っ たのら ， なお不良である場合は， つぎの各号の取扱をする。

(1) プレーキ管の漏れが 0.8kg 以上(電車は 0.6kg 以上)の

ときは . J反かえまたは解放する。

(2) プレーキ作用および緩解作用がはなはだしく不良な場合

も . J夜かえまたはj弊飲する。

(3) 三il!IJ弁 ， 動作弁，宇ilì D7J~気だめまたはプレーキシリ γ ダ

に故障のあるときは， その車両のブレーキ支管の締切 コックを

閉じ ， 布Iì肋空気だめ内圧紛空気を放出しなくてはならない。こ

の場合動作弁のあるものは， 圧縮空気を放出する前に，付加空

気だめの締切J コ ッ クを閉 じる。

列車が出発 してから故防が起った場合はがI項の取扱による。

つぎに上記以外に， プレ ーキ装置の改良のため制動力 ・制動

距雌 ・ jþlJ動効率その他を制査する現lfi試験を 11i1J ifgJ試験と称する

ことがある。(麻田武公)

せいどうじふん 制動時分 (英) brake time 走行中の列車

または車両を停止させるためlInJ il!IJ手配を行ってから ， その列車

または車両が完全に停止するま でに要する時分をいい，相l重力時

間 ともいう。

制ifVJ時分のうち. lIi1Jil!IJ弁ハソドノレを制動位置に移してから，

制服J筒圧力がある程度まで高くなっ て，(相j申晶子が111輸に押しつ

けられ， プ レーキが作用するまでには， ある l時分を裂するが，

このよ うに制動手配を行ってから，ある程度の制動効果の表わ

れるまでの時分を空走時分または空走時間 という。(三和遥忠)

せいどうし よ そくど 制動初速度 走行中の列車または車両

に 1litl動手間を と ったときの， 列車または車両の主I!転速度。(三和

途忠)

せいどうてはい 制動手配 空気1þlJ il!IJ後てeは lI~J iftJJ弁ハンドノレ

を制il!IJ位置に移すことを ， 手用制動践では， ハソ ドノレを回転す

ることを，またZ削!IJlj，lJ動機て'は，てこを踏下して制輪子に圧力

を加える処置。(三和逮忠)

せいどうりつ 制動率 (英) brake efficiency 制輪子圧力 と

車輪上のlrt:1í1:との割合。車輪上の重量として制輸子の作用する

車輪上の重量をJ采用したものを制l市U !IiIJ率 ， 車両の金重量を採用

したものを全車制動率という 。

llilJif!lJ率はっき.の式で表わされ る。

制輸子圧力
制1 制動 率 Jt- II ，t，.~...，. 1I~' ;J~~ ...，~;~.6. 1 ........=n_ Xl00(%) 

制輪子の作用する車輪上の重;註

制輪子圧力
全車11~Jn効率= 一一一一一一一一 X IOO (%)

111問の全霊長1: "~"'''' ¥ --I (三和連忠)

せいのうせんず 性能線図 (英)characteristic curve 動力

111の性能をグラフにしたもので，機関性能線図または後関特性

幽線ともいう。この表わし方に極々ある。

l 綴関車の牽ij l (けんいん)重量と速度との関係を表わす幽

線。

これは償制lに速度をとり 縦q4hに牽引重量:( t )をと っ て ， 平た

ん線および各勾配(こ うばい) について表わしたもので荷重曲線

(ロード ・ カ ー ブ)と Lづい 機関車牽引定数) 。

2 動力車の牽引力と速度との関係を表わす曲線。
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